
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和５年度分） 

 

施設名 茨城県鳥獣センター 

施設所管課 環境政策課 

指定管理者 （公社）茨城県農林振興公社 

指定期間 Ｈ３１.４.１～Ｒ６.３.３１（５年間） 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 那珂市戸４３３６番６外 

施設の概要 （１）面積：約 １９，０００ ㎡ 

（２）主要施設：事務室、保護・飼養施設、展示施設、その他 

業務内容 ・施設等の維持管理業務 

・傷病鳥獣の保護・飼養等業務 

・鳥獣保護思想の普及・啓発等に関する業務 

・施設の利用の制限等に関する業務 

・その他、知事が施設の管理上必要と認める業務 

 

２ 職員の状況 

常勤職員：  １人    非常勤職員：  ３人     合計：  ４人 

 

３ 収支状況 

令和５年度                                  （単位：円） 

収   入           支   出 

指定管理料 ９，１９７，０００ 人件費（給与等） ６，９３１，２０６ 

利用料収入 ０ 光熱水費 ４４１，９２３ 

自主事業収入等 ０ 租税公課等 ０ 

その他（利息等） ０ 自主事業費 ０ 

 ０ その他（事務費・修繕費等） １，６６４，７２３ 

収入合計 ９，１９７，０００ 支出合計 ９，０３７，８５２ 

 

 

４ 利用状況 

 令和５年度実績 令和４年度実績 令和３年度実績 

①年間利用日数(日) ３１０ ３０８ ２７０ 

②年間利用者数(人) ９６，４７２ ９８，６９２ ９３，１０９ 

③利用料収入(円) 

(指定管理者収受額) 
０ ０ ０ 

 



５ サービス向上に向けた取組み 

○隣接する植物園を会場に専門家の指導のもと、猛禽類とのふれあいタイムを実施するなどして鳥

獣保護の啓発に取り組んだ。 

○写真愛好家の協力を得て、季節毎に展示室の野鳥写真を入れ替えし、利用促進に努めた。 

○中学生の職場体験学習を受け入れ、社会学習の場を提供した。 

〇アンケート箱を設置し、利用者からの意見、要望などの把握に努めた。 

 

 

６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 

鳥獣センター展示室にアンケート箱を設置。 

 

○調査結果 

①職員・スタッフの応対  

大いに満足   53%、満足  18%、ふつう  15%、不満 11%、大いに不満  0% 

②施設全体        

大いに満足   67%、満足  20%、ふつう  7%、不満  2%、大いに不満  0% 

○利用者からの意見等 

【良い点】 

 ・写真展とクマタカの剥製は見応えありました。 

 ・展示室の写真が非常に良かったです。 

 ・猛禽ふれあいタイムで鳥を手にのせられて楽しかった。 

 

【悪い点】 

 特になし 

 

【要望】 

 特になし 

 

○対応状況 

 特になし 

 

 

 



７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 

設備等保守点検資格業者に業務を再 

委託し、適切に管理している。また、 

設備の老朽化により更新計画の提案 

を行っている。 

B B 

整理整頓・清掃が行き届いているか。

（建物・植栽等） 

適切に行っている。利用者が気持ち 

よく利用できるよう日々努めてい

る。 

B B 

破損箇所の修繕は適切か。 

 

日常の点検に努め、安全を第一に指 

定管理者で対応すべきものは適切に 

修繕している。 

B B 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

条例等に従い、適切な管理運営を行 

っている。 
B B 

予約・利用許可等、利用者への対応

は平等・公正に行われているか。 

細心の注意を払って、平等・公正な 

運営に努めている。 
B B 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか。 

猛禽ふれあいタイムを開催し、施設

利用者のサービス向上を図ってい

る。 

A B 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

展示室に、アンケート箱を設置し、 

利用者の要望の把握に努めた。 
B B 

運営体制 

職員は適切に配置されているか。 適切に人員の配置を行っている。 
B B 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

対応は迅速・適正に行っている。内 

容により県への報告も適切に行って 

いる。 

B B 

事故・災害等、緊急時に備えた体制

は確保されているか。 

職員の防災訓練 AED 等を実施し、緊 

急時に行動出来るようにしている。 
B B 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

環境政策課、各県民センターなど関 

係機関との連携を図っている。 
B B 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

自然観察施設として、良好に利用さ 

れている。 
B B 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 

鳥獣の救護施設として適正に執行で 

きている。 
B B 

収支状況 

収支計画が適正に執行されている

か。 

年間の計画に対して適正に執行でき 

ている。 
B B 

経費削減に向けた取組みがされてい

るか。 

需用費などの経費節減に努め、必要 

な経費については適切に執行した。 
B B 

【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

○飼育施設の定期的な清掃や除草作業など、施設の維持管理が適切に行われている。 

○利用者からの問い合わせには迅速に対応するなど、利用者の満足度向上に努めている。 

○施設内において野鳥写真を展示するほか、隣接する植物園と連携して猛禽ふれあいタイムを実施する

など、鳥獣保護思想の普及啓発を行っており、サービス向上の工夫がなされている。 

以上のことから総合的に判断し、良好な状況であると評価できる。 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 



評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 


